










Oksuz によって提唱された Basis Quantum

































基底関数を用いた量子モンテカルロ法である Basis Quantum Monte Carlo (BQMC) 法により得られる波動
関数の構造を解析した｡ BQMC法においては, 計算対象とする系の節面情報を与えることなしに, 節面を持つ
波動関数の形状を正しく求めることができた｡ また, 波動関数から得られる Quantum Forceや Local Energy
についても計算を行った｡ 厳密解との比較を行い, いずれの量も BQMC法で正しく計算されることを確認した｡


























































次に, BQMC 法で得られる波動関数を, Im-
portance Sampling の重み付けを表すためのガ
イド関数として利用することを考える｡ Impor-
tance Sampling を実施する際には, Quantum









































































4.1 厳 密 解
BQMC 法で得られた波動関数と Quantum






































































































































は, 詳細な解析を行うために, 図 41の破線で示
した領域 上についての結果を示す｡











傍である  の領域では, 両者に
差異が生じている｡ 従って, 配置の分布そのもの
が波動関数にはならない｡










































































































図 44は, BQMC法で得られた分布に を
乗じたものと, 厳密解の波動関数をプロットした








図 45と図 46に, BQMC法で得られた波動
関数を用いて求めた Quantum Force を示す｡
図 45には, 粒子 1にかかる力を, 図 46には,
粒子 2にかかる力を示している｡ 両者とも同じ領
域 の上の値をプロットしている｡
図 45より, 粒子 1の受ける Quantum Force
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図 45と図 46のいずれにおいても, 節面近傍




図 47に Local Energyの分布を示す｡ 厳密解
の固有値は 2.0であり, 座標の依存性はない｡ 従っ
て Local Energyは, いたるところで 2.0となる｡








図 48には, の領域の Local En-





最後に, Local Energy の精度を評価した｡
BQMC 法の平均ステップ数を変化させて Local
Energyを求め, その誤差を次のようにして求め
た｡ BQMC 法の , , および

ステップのそれぞれの計算で得られた分
布を元に, 個別に Local Energyの計算を行った｡
さらに, 各結果についての Local Energyの誤差
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図 48 Local Energyの分布  
－0.5
表 41 Local Energyの平均誤差








(1e6) 0.4278 0.8177 3.9039
	
(5e6) 0.3517 0.5111 2.0528
	
(1e7) 0.2399 0.3765 1.0057
	
(5e7) 0.0759 0.1481 0.5230





















について Importance Sampling 付き BQMC 法
を実施していく｡
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